ョ ー 口 ツバと 二 ツボンが 初めて 接触いた しました の 

は、 今から 四百 年ば かり 前の ことであります が、 その 

当時に、 二 ツボンの 性格と ョ— 口 ツバの 性格と が 引き 

起こした 摩擦と か、 交渉と かいう もの を 私の 見た 眼 か 

ら、 皆さんに お話して みたい と 思います。 

具合の いいこと に、 その 当時 二 ツボンへ やって来 ま 

した、 皆さん 御存知の いわゆる キリシタン \パ テレン 

という、 あれ は カトリックの ほうの 宣教師な ので あり 

ますが、 神父と 申します ような 人た ちが、 それぞれ 故 

国へ 手紙 を やったり、 報告 を 出したり していまして、 

これらが 今日 残って おりまして、 当時の 事情 を 知る た 



た 所から、 約 一丁ば かり 離れた 場所に、 京都に 於け る 

たった 一 つの キリシタンの 教会が あつたの であります 

が、 この 教会に おりました ョ ー 口 ツバ 生れの 神父た ち 

は、 真夜中に 戦争ら しい 物音に 眼 を さました ので あり 

ます。 それから まァ、 いろいろと 避難の 用意な ど を あ 

れ これと 致しまして、 夜の 明ける の を 待ちまして、 もつ 

ともた、 V 黙って 待って いたのではありません、 尽 せる 

だけの 手段 を尽 して あらゆる 方面から 情報 を あつめた 

のであります。 可能な 限りの 探査 を 行った ので ありま 

す。 全然、 落ちついて いたわけ であります。 これらの 

人々 によって 仅 集され た ニュ— スは、 適当に まとめら 



れ まして、 直ちに それぞれの 本国に 報告され たので あ 

リま， ^9 

その 報告に よります と、 こういう ことになるの であ 

り ま ^9 

「明 智の勢 は、 本能 寺 を 取り囲んで、 それから 本能 寺 

のなかに 乗り込んで 行った ので はなく、 本能 寺の ほう 

では 謀反な どと いう 嫌疑す らも 持って おりません でし 

たので、 誰も 手 向って ゆく 者がない。 どこに 一人 も抵 

抗 する 者 もな く、 どんどんと 這 入って 行って、 信 長の 

いるら しい 部屋のと ころまで 来て しまった。 信 長 は 顔 

を 洗って 手拭いで 拭いて いました 時に、 そこに、 先頭 



に はいって 来た 奴が 弓 を 射った。 その 矢が 背中に 剌さ 

リ ましたので、 ぐっと 振り向く とその 矢 を 抜きと つて 

なぎなた 

薙刀 をと ると しばらくの 間 戦いました。 そうして いる 

と 今度 は、 鉄砲の 弾丸が 片腕に 当りました ので、 寝所 

のなかに 這 入って 切腹した」 —— という 説と、 「寝所の 

あたりに 火 をつ けた」 という 説と 二つ あるので ありま 

すが、 その 直後の こと は 誰も 見て いたわけ では ありま 

せんから、 まるっきり 分らない のであります。 

ところが、 同じ この 事件に ついての、 キリシタン- 

バ テレンの 連中の 報告と いうの が、 実に 精確 きわま る 

ものな のであります。 その 証拠が あるので あります。 



ザ J んな 風な ， J とが 誌され て お ります。 

この 一 例で も 分つ て 頂ける と 思う のであります が、 

すこしも 他に 煩わされる ことが なく、 自分自身の 体験 

そのもの を、 明確に 書き上げた 日本人の 手記と いう も 

の は、 滅多にない のであります。 これな ど は 実に 特別 

な、 特殊の 例な のでありまして、 殆ん ど、 いや 全ての 

者 は、 物事の 本 態 を 見る という こと を 忘れて いるので 

あります。 い つで も 他人の 思惑が 考えられて いまして、 

独立の 個人の 自由な 考えと か、 観察 方法と か は 許され 

ていないし、 許されなければ ブチ 破って やろうと いう 

人物 はいなかった のであります。 二 ツボン 人に とって 



あり、 また 最も 信頼され た 同志で あり、 自他と もに 許 

した 最高の 学識 を 有した 高僧であった のであります。 

と は 申します ものの、 この ジェスイット 派と 申します 

の は、 十六 世紀の 初頭に いたって カトリックが 腐敗い 

たしまして、 それに 対抗し それ を 改革しょう として、 

例の マルティン • ル— タ ー が 新教 (プロテスタント) 

を 樹立した、 その 結果と して カトリックの 名声が 地に 

墜 ちました 時に、 こんな ことで は 不可ない というので、 

真の カトリック 精神、 根本的な ものへ 還った 意味での 

カトリ ッ クの 精神 を 実質的に 回復 させなければ ならぬ 

というので、 イエス. キリストの 弟子と いう 標語 を 押 



し 立てて 組織され たと ころの、 非常に 強力な 同志的な 

結合 を もっている 宗教団体 でありまして、 貧乏、 童貞、 

服従と いう 三つの 徳目 を モット— といたし まして、 人 

間 個人の 一 切の 私利と か 私慾と かいう もの を捨 離して、 

神に 仕える という 宗教であります。 この 宗派の この 

モット ー は 大変に 厳しい のでありまして、 戒律と いう 

ような ものが 厳しい ものである なかで も、 この ジ エス 

イット 派 は、 特に 厳格な 戒律 を 守る という 誓言に よつ 

て 成立した 宗派な ので ありました。 この 宗派が 確固と 

した ものと なり ましたの は、 フランシスコ. ザヴ イエ 

ルがニ ツボンに 到着し ました 時の 九 年 前、 すなわち 一 



五 四 〇 年に 到りまして、 初めての ことなので あります _ 

もともと 宗教と 申します もの は、 長年 月に わたって 

つづいて おります と、 どうしても 堕落いた します もの 

です けれども、 その 例 はまこと に 多い のであります が 

このように 宗派の 結成の 初期と いいます もの は、 何し 

ろ 非常に 熱狂 的な のでありまして、 従って 二 ツボンへ 

初めて 参りました フランシスコ • ザヴィ ェ ルは 前に 申 

したと おりであります が、 その後に いたって 続々 とし 

て やって来ました 神父た ち も、 いずれも ョ ー 口 ツバに 

おきまして は、 最も 高徳な 僧侶で ある、 という こと を 

記憶して おかなければ なりません。 



これらの こと を 頭の 中へ 入れて おきます と、 ニッポ 

ン がその 当時に 於て ョ— 口 ツバの 影響 を はげしく 受け 

まして、 殊に 精神的に は 驚天動地と いうよう な 感動 を 

受けた 面が ありまし たの も、 た、 V 今 申す とおりに、 ョ ー 

口 ツバで も択 りぬ きとい つた 神父た ちが そろって、 

二 ツボンへ やって来 ていたと いう、 特殊な 事情が あつ 

たからな のでありまして、 彼の地の 宗教 事情 はと も か 

くと しても、 二 ツボンに とって は、 これ は 望外の 仕 合 

せであった のか も 知れない のであります。 

ところで、 この フランシスコ. ザヴィ エルと いう 人 

物であります が、 この 教父が どうして 二 ツボンへ やつ 



於て は キリスト教徒の ほうが 多かった のであります け 

れ ども —— ザヴィ エル を、 この 上 もな く 信頼して おり 

ましたので、 ザヴィ エルの 説 を も そのままに 呑み込む 

ことが 多く、 弥次 郎の 人格 を もまた 非常に 高く 買って 

おる ようであります けれども、 われわれ 文学に たず さ 

わって おります 者の 眼から 見ます と、 どうも、 そうい 

う 風に は 思えない のであります。 

この 弥次 郎 という 青年 は、 いろいろな 点から 調べて 

みましても、 どうも、 その ft つきり した 身分と か 身許 

とかが、 分らぬ のであります。 明確な ところが 少 いの 

であります。 ポルトガルの 商人と 親しい 人間であった 



思われる のであります。 

この 弥次 郎に 伴われまして、 フランシスコ. ザヴィ 

ェ ルはニ ツボンに 参った のであります が、 二 ツボン 人 

は 大歓迎 をいた したので ありまして、 初めのう ち は 押 

すな 押すな の 繁昌と いう わけであります。 何しろ 七 人 

ほど 黒ん坊 を 一緒に 連れて 参りました ので、 その 黒ん 

坊を 大変 珍ら しが つて 二 ツボン 人が 押し かけました。 

サ ツマの 殿様の 島津 さんに 謁見いた しまして、 布教 

の 許可 を 受ける ことができました。 この 時に ザヴィ ェ 

ルが、 鹿 児 島の フク ソゥ 寺の 二 ンジ という 高僧と 友 だ 

ちに なりました。 この フク ソゥ 寺と いうの は、 鹿 児 島 



の島津 家の 菩提寺 だそう で、 当時 百 人 ほどの 禅僧が 

おった と 申します から、 非常に 大きな お 寺、 サ ツマで 

最大のお 寺で あり、 そこの ニン ジ という 禅僧 は、 サッ 

マき つての 傑 僧で あつたの だと 思います。 

ザヴィ エル は、 このお 寺 を 借りまして、 キリスト教 

o 1 一 1め 教を 始めました。 

フランシスコ. ザヴィ エル は、 フク ソゥ 寺の 傑 僧 二 

ンジ と、 毎日の ように 顔 を 合せて いますし、 いろいろ 

な ことで 友達に なった のであります が、 ニン ジとは 

種々 の 話題 をつ かまえて 話 をして おりまして、 それが 

記録み たいな ものに 残って おります。 



元気が あるし 好きな こと も 出来たり する し …… 」 

と 云いました。 

こういった 問答が あつたの であり ますが、 ザヴ イエ 

ルは 続いて こんな 質問 をして いるので あります。 —— 

「それで はです ね。 今、 一人の 船乗りが 船に 乗って、 

A の 港から B の 港へ 行こうと している とする。 そうい 

う 時に、 彼が 元気に 任せて 荒海へ 乗り出して 暴風に も 

まれて 行く のがよ いか、 それとも 何処かの 港へ まず 近 

寄り、 そこで 段々 に 港から 港へ と 伝わって 行く ほうが 

よい か、 どちらが よいだろう？」 

これ を 聞く と ニン ジは 笑い出して しまいました。 そ 



つ だけ はどう か 勘弁して 呉れない か」 

というよ うな こと を 云 つ て 頼んで いる。 

そうすると アル メ — ドは、 

「それ は ^ 可ん。 貴方 は、 名誉と か 地位と か、 そのよ 

うな もの は、 すべて 捨てて しまいなさい。 すべて を捨 

てなければ、 洗礼 を 授ける わけに は ゆかない」 

と 判つ きり 答えて います。 それでと うとう、 ニン ジ 

は 洗礼 を 授けて 貰えなかった のであります。 アル メ— 

ドは 帰国し、 再来し、 さらに 三度 目に サ ツマへ 参 リま 

した 時には、 ニン ジは 死んで おった のであります が、 

死ぬ 時に、 洗礼 を 受けないで 死ぬ の はまこと に 残念 だ、 



と いう 遺言の あった こと を アル メ— ドが 聞いて いる こ 

とが、 伝わって おります。 

この 禅僧と カトリック 僧侶との 交渉 は、 もう 一 つ あ 

るので あります が、 フランシスコ. ザヴィ エル は、 二 

ンジに 会つ てから 後に 豊 後へ 行きました。 そうして、 

フカ ダジ という 禅僧と 会って いるので あります。 この 

時に、 フカ ダジ は、 ザヴィ エルの 顔 を 見まして、 

「あなた は 何処かで 見た ことの ある 顔です が、 如何が 

です か、 私の 顔に 見覚えはありません か？」 

と 聞いた のであります。 

それ を 聞いて、 ザヴィ エル はび つくりし ました。 一 



きをして いました が、 ザヴィ エルに は 納得が いかない 

のであります。 これ は 納得の いかない のが 当然な ので 

ありまして、 ザヴィ エル は、 

「これ はお かしな こと を 聞く もの だ。 私 は 曾って 噓と 

いう もの をつ いた ことがない。 今も噓 をつ いた 訳で は 

ない の だ。 どうして、 私を噓 つきだな どと 云う のです」 

とな じ つたので あります。 

フカ ダジ はそう 云われて、 こんな 答 をして おります _ 

「あなた は、 そんなに 白つ ばくれ て いられる けれども 

今から ちょうど 千 五 百年 前に 比數 山で、 私の ために 金 

を 五 百 貫 見つけて 呉れた 商人と いうの が、 あなた じ や 



極め ましたが、 前に 将軍に あって 懲りた ことが ありま 

すから、 今度 は 身なりに 気をつけました。 

きらびやかに 盛装 をいた しまして、 山 口の 殿様に 会 

い、 贈り物 をす ると、 殿様の ほうで は その 威容に 打た 

れ まして、 尊敬の 念 をお こしました。 そうして 直ぐに 

布教の 許可 を もらう ことが 出来た のであります。 盛装 

と 贈り物が モノ を 云った ことになります。 

それから、 ちょうど この頃の ことであります が、 例 

の豊 後と 申す 土地へ、 ポルトガルの 商船が ー艇 やって 

まいった のであります。 もっと こまかく 申します と、 

豊 後の 府 内と いうと ころの 直ぐ そばに ある 臼杵 (ウス 



キ) と 申す 所へ 参った のであります。 

この ポルトガルの 商船の なかで、 東洋の 布 教師で あ 

る フランシスコ . ザヴィ エルが 山 口に 来て いると いう 

話 だから、 一 つ 呼ぼう ではない かとい うこと になり ま 

した。 使いの 者の 言葉 を 聞いて、 ザヴィ エルが 臼杵ま 

で やって 参ります と、 船の ほうで は、 それ 東洋 布 教師 

が 来たの だ、 という わけで、 船中の 全員が そろって 盛 

装して 出迎えに 行った のであります。 

一方、 ザヴィ エルの ほう はどう かと 申します と、 い 

つものと おり 乞食に 似た ような 姿 恰好 をいた しまして、 

馬 へ もカゴ へ も 乗らずに 徒歩で や つ て 参ります。 それ 



だけなら まだいい のであります が、 ザヴィ エル は、 旅 

の 途中で 熱病に かかりまして、 身体に 熱 は あるし だる 

いしと いう 訳で、 フ ラフラしながら やって来 たので あ 

り ま T9 

みんな 力 

「どうか、 馬に 乗って 下さい」 

と 云って すすめても、 云う こと を 聞きません。 仕方 

がない から 出迎えに 来た 盛装の 連中 も、 みんな 馬に 

乗って いました のに、 わざわざ 降リ てし まいまして、 

そうして ザヴィ エルの 後から ぞろぞろと 随 いて 参り ま 

す。 そうして、 いよいよ ポルトガルの 船の 碇泊 をして 
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